
３．研究内容
［実験１］栄養塩による最適な培養環境を明らかにする
【方法】
ハイポネックスを20、200、2000、4000、10000、20000倍に希釈したものと、
水のみのを用意し、最大照度3000Lx、室温23℃、照射10時間の人工気象
器で14日間静置し、培養後、目視と光学顕微鏡で観察し、繁殖のしやすさ
を判断した。
※ハイポネックス：窒素やリン酸を含有する液体肥料
【結果】 表１．栄養塩濃度の結果

［実験２］光量子量による最適な培養環境を明らかにする
【方法】
植物の光飽和点の光量を基準に、PPFDを0（暗所）、50 (1570lx)、275 

(12500lx)、500 (25000lx) μmol/m²/sに設定し，一週間培養した。
【結果】 表２．PPFDの結果

［実験３］RGB値から培養結果の評価をする
【方法】
実験１と実験２で用いた光学顕微鏡写真を、ImageJを用いてRGB値の最

頻値を出した。その値を植物の葉の健康状態を評価する指標（表３）を用い
て判断をする。

表３．RGB値の範囲

【結果】
表４．栄養塩濃度とPPFD実験後のアオミドロのRGB値の評価

「緑色」と評価できたのは栄養塩濃度が10000倍希釈、PPFD500のときで
あった。栄養塩による実験において、個体数が増加した20000倍希釈では、
（緑,黄緑,黄緑）と評価できた。

吸収した光のRGB値において、RedとBlueは255に近く、Greenが０に近い
ほうが良いという観点から結果を見ると、20000倍であるため、これが一番
良いと考える。

１．はじめに
【動機】
私達は茨城県水戸市にある千波湖を探索し、アオミドロを発見した。

【アオミドロについて】
アオミドロ（Spirogyra）は接合藻綱（Zygnematophyceae）ホシミドロ科

（Zygnema）に分類される。細胞内に螺旋状の葉緑体を持つことが特徴であ
る。接合藻であるアオミドロは「接合」と呼ばれる有性生殖を行う。

２．目的
実験１．栄養塩による最適な培養環境を明らかにする
実験２．光量子量による最適な培養環境を明らかにする
実験３．RGB値から培養結果の評価をする

アオミドロの培養条件を探る

図１．千波湖の上空写真 図２．採取時のアオミドロ

図３．
アオミドロ

図４．
接合の様子
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枯死 変化無し

状態 色 ＲＧＢ値の範囲

健康 緑色 0≦Ｒ＜200 100＜Ｇ≦255 0≦Ｂ＜200

不良 黄色 200＜Ｒ≦255 200＜Ｇ≦255 0≦Ｂ＜100

枯死 黒色 240＜Ｒ≦255 240＜Ｇ≦255 240＜Ｂ≦255

項目

栄養塩濃度（倍） PPFD（μmol/m²/s）

4000 10000 20000 50 275 500

R 緑 緑 緑 黄 緑 緑

G 緑 緑 緑黄 緑黄 緑黄 緑

B 緑黄 緑 緑黄 緑 緑 緑

個体数 変化無し 増加 変化無し

図５． 吸収した光のRGB値
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４．結論

アオミドロに最適な培養環境は、実験における光学顕微鏡観察より、ハイ
ポネックス20000倍希釈、PPFD 50～500µmol/m²/sとなった。RGB値と植物
の葉の健康状態を評価する指標では、ハイポネックス10000倍希釈と
PPFD500µmol/m²/sとなった。
ハイポネックス20000倍希釈の培養においてのみ、アオミドロの増殖が観

察できた。よって、本研究おいて最適な栄養塩濃度はハイポネックス20000
倍希釈、RGB値による植物の葉の健康状態を評価する指標は（緑色，緑色
／黄色，緑色／黄色）。それより、最適なPPFDは275µmol/m²/sと考える。
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栄養塩 栄養塩 栄養塩 PPFD PPFD       PPFD
4000倍 10000倍 20000倍 50         275        500
希釈 希釈 希釈 µmol/m2/s  µmol/m2/s   µmol/m2/s


